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研究成果の概要（和文）：東日本大震災の被災地（岩手県沿岸部、福島県中通り）における保育者の支援を目的
とし、研修ニーズに応じた園内研修の開発及び評価を検討した。地震と津波・火災により町全体が壊滅した地域
と、放射線被害により建物の被害は少なくとも戸外活動が制限された地域では、復興の様子は全く異なってい
た。当時は全ての保育施設が甚大な課題を抱えていた。しかし、地域の状況の変化に合わせた保育者の援助の工
夫には共通点も多く見出されており、本研究の成果は関連学会やシンポジウム等で周知した。

研究成果の概要（英文）：With the objective of supporting child care workers in the Great East Japan 
Earthquake disaster areas (the coastal regions of Iwate Prefecture and the Nakadori region of 
Fukushima Prefecture), we considered the development and evaluation of in-house training programs 
suited to training needs. The situation regarding recovery and reconstruction was completely 
different between areas where entire municipalities were destroyed by the earthquake, tsunami, and 
fires, and areas where there was little damage to buildings but outdoor activities were restricted 
due to radiation damage. At that time, all child care facilities faced enormous challenges. However,
 many common points have been identified concerning special measures to assist child care workers 
adapted to the changes in each region’s situation. Thus, information regarding the results of this 
research has been provided at related academic conferences and symposiums.

研究分野： 保育学、幼児教育学
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１．研究開始当初の背景 
(1)東日本大震災の被災地の状況：被災地
は発災から1年半以上経過しているものの
非常事態である.被災地の復旧復興もさる
もの,人々の心のケアが大きな課題であっ
た.応募者らは,被災地の臨床発達心理
士・学校心理士として,保護者や教職員向
けの心のケアの研修会を開催する一方で,
レクリエーション・インストラクターとし
て子どもたちを内陸部の安全な場所に招
き遊び場の提供を行ってきた.災害時の
「Psychological First Aid」(以下,PFA)
を元にした心のケアや,子どもの遊び支援
は,ボランティア等の努力の結果一応の成
果は上がっている.また,学齢児への学習
支援は全国のNPO団体や社会起業家らが資
金を調達し積極的に行われている.しかし,
最近はボランティアの数も少なくなって
おり,まだまだ十分とは言えない状態であ
った. 
 
(2)乳幼児施設の状況：保育所や幼稚園(以
下,保育施設)の保育士や幼稚園教諭(以下,
保育者)も同様で,被災して仮設住宅で生
活しながら,仮設の保育施設で働く保育者
(岩手県大槌町)も少なくない.現在の保育
者には,保護者への子育て支援も求められ
ており,被災地の劣悪な保育環境下で子ど
もの最善の利益のために,日々奔走してい
るのが実態である.また,福島県郡山市で
は,放射能の影響により,戸外での遊び時
間も制限され,室内に外気を取り込むこと
すら困難になっている.日本保育学会のシ
ンポジウムによれば,こうした環境下では
保育者のストレスが高いものの,同時に効
力感や充実感も高いことが話題となって
いた.  
 
２．研究の目的 
 東日本大震災の被災地域においては疲
弊した保育者への支援が喫緊の課題であ
る.そこで本研究では,対話の手法である
ホールシステム・アプローチを通して,「被
災地の保育者研修ニーズに応じた園内研
修の開発と評価法の検証」を行うことを目
的とする.被災地で働く保育者の震災スト
レスやメンタルヘルスケア,放射能災害下
での室内遊びの開発, 保護者への保育指
導等,保育者のケアや専門性の向上にかか
る課題(研修ニーズ)を,園内研修 によっ
て改善し,持続的に発展可能な研修体制の
プログラムを開発し,実践を通して検討す
る. 
 
３．研究の方法 
 本研究では,この既存の「ホールシステ
ム・アプローチ」をベースとした研修方法
と評価法の検討を行う.これにより,ファ
シリテーターの力量に左右されることの
少ない,保育者の自己研鑽のため研修体制

が行われ,持続的に発展可能なものとなるよ
うなシステム作りを目指している. 園内研
修においては,PFA を中心に据えたメンタル
ヘルスケアを行い,「ワールド・カフェ」の
手法を中心に様々な手法を融合させる.「対
話」を通して,内省・洞察・収穫・行動計画・
実行・フィードバックし,集合的な知識の共
有や,個人的な関係のネットワーク,新しい
行動の可能性を生み出すことのできる研修
方法を開発する. 
 今後さらに進行する少子社会により,保育
施設の統廃合や株式会社の参入も進む.幼保
一体化が進むにつれ,保育施設の持つ独特の
保育文化の違いや,採用形態による保育者間
の軋轢は,保育者同士のコミュニケーション
不全として大きな課題である.保育者の保育
力の向上を図るためには,設置者による園内
研修は不可欠であり,応募者らが開発してい
る「ホールシステム・ アプローチ」を導入
した研修方法は非常に効果的で,保育者のメ
ンタルヘルスケアや保育者間の コミュニケ
ーションの改善にも有効に働くと予測され
る.アメリカの新しい会議技法を,被災地域
の保育者研修に導入することによる効果は
極めて大きい.これらの研修方法が開発され
れば,保育者の自己研鑽のために,持続的に
発展可能な研修体制が構築されると考える. 
 
４．研究成果 
 本研究では被災した保育者の支援のために,
「対話」を中心に据えた「ホールシステム・
アプローチ」を通して,震災ストレスやメン
タルヘルスケア,放射線下での室内遊びの開
発,保護者への子育て支援等を保育者のケア
や専門性の向上にかかる課題（研修ニーズ）
として把握し,それらの園内研修による改善
を試みた. 
 
(1)「ホールシステム・アプローチ」を保育
者研修に適用する際の問題点析出と論点整
理「対話」を重視し,岩手県沿岸部,福島県中
通りの保育施設でのインタビュー調査をも
とに,疲弊した保育者に対する「ホールシス
テム・アプローチ」の可能性について検討し
た. この段階で会話や対話の持つ特性を明
らかにし,保育者への特有の研修技法の開発
に向けた論点を明らかになった.  
 

＜伝統的な捉え方＞

＜新しい捉え方＞
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(2)復旧に伴う課題への対処当初の震災へ
の対応から,新しいフェーズへ移行すると
新たな課題が生じることは共通している.
岩手県沿岸部の保育施設は高台の仮園舎
で保育を進めている時には,自由に保育活
動を行うことができたものの,平地の新築
園舎に移転したことで,子どもを守ること
への責任を負担に思う職員の心理的スト
レスが過重になり,メンタルヘルスケアが
必要となった.同様に,福島県中通りでは,
高放射線量により戸外での活動が制限さ
れていたが,制限が解除されても若手の保
育者は園庭での指導経験がなかったため,
戸外遊びの研修が必要となった.これらは,
対象としている2地域で全く異なる状況で
あっても,フェーズが変わるごとに新たな
課題に直面する点では同様に推移してい
ると言えよう. 
 
表 保育施設の復旧への推移 

フェーズ 岩手県沿岸部 福島県中通り 

1 震災被害

の様子 

・建物・街の壊滅的な

被害 

・建物の被害は少

ない 

    ・園舎の被害 ・日常的な放射線

の恐怖 

2 復興への

努力 

・仮園舎での保育 ・戸外活動の制限 

    ・仮設住宅での生活 ・屋内保育の工夫 

3 状況の好

転 

・新園舎への移転 ・戸外活動の制限

解除 

    ・新たな職員採用 ・新たな職員採用 

4 新たな課

題 

・新旧職員のコミュニ

ケーション 

・子どもと保育者

の経験不足 

    ・園の存続問題 ・子どもの世話をし

ない保護者 

    ・「命を預かる仕事」を

再認識 

・「命を預かる仕

事」を再認識 

 
(3)平成 27 年度は,岩手県と要請があった
秋田県での研究成果の報告とシンポジウ
ムを実施した.当初予定していた福島県中
通りでの開催は登壇予定の関係者らの辞
退により中止した.しかし,２地域におい
て実施した復興に向けた保育の取り組み
や園内研修のあり方は参加した保育者の
学びの場となった. 
 
(4)平成 28 年度は,福島県中通りの保育施
設においてインタビュー調査を実施した.
放射線科も下がり,福島市は震災後の出産

ラッシュで待機児童も増えていた.震災当初
は入園希望者の激減で充足率が 50％台だっ
たが,この 1 年だけで子どもの数が増え現在
は充足率 100％を超えている.保育者らも,外
遊びの研修を行い,保育力向上に向けて対話
を通した研修も継続されている.入園希望者
が多いため,平成 29年度には入園待ち状態で
ある. 
 
(5)ホールシステム・アプローチを導入した
二つの地域では,一定の成果があったと考え
られる.しかし,福島県では,研究成果のシン
ポジウムを開催することができなかった.ま
た,岩手県や秋田県で開催したシンポジウム
にも,福島の幼稚園園長は出席することがで
きなかった.当時の園長の思いは,「福島の放
射線問題は福島の問題であって,わざわざ他
の地域まで行って,その状況を語る必要な
い」と考えていたようである. 
福島の園長の思いは,かなり複雑であり,常
に前向きではあるものの,揺れ動いている様
子が伺われた. 
 その後福島から避難した地域で子どもた
ちがいじめられるという「原発避難いじめ」
が報じられた.それは大人社会でも起きてい
るという. 
 現在,幼稚園や保育所に通う子どもたちは
震災後に生まれた子どもたちである.当時の
園児は全て卒園し,小学生になっている.ア
レクシェービッチによれば,チェルノブイリ
の原発事故では,事故後に生まれた子どもが,
原発の廃炉ごっこに興じていた例もあると
いう.福島の本当の意味での復旧,復興はい
つになるのかわからないが,保育者の資質向
上のためにも,ホールシステム・アプローチ
を活用した保育者のニーズに合わせた研修
は今後も被災地の復旧へのフェーズに合わ
せて行なっていく必要があろう. 
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